
　１　救急出場件数及び搬送人員

平成27年

平成28年

増減

・搬送人員については、宇部市が11人減少、山陽小野田市は128人減少し、全体で139人減少しました。

　２　事故種別出場件数・搬送人員

平成２８年の救急出場件数等について
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・救急件数については、宇部市が74件増加、山陽小野田市では50件減少し、全体で24件増加しました。
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平成２８年の救急出場件数（グラフ）

     が増加しています。

　３　今後の課題

   今後、増加傾向にある救急件数に対して、限られた台数の救急車で、いかに効率よく救急対応していくのか、更に

は「緊急性のある救急」と「そうでない救急」を見分けることが今後の課題です。

・ 事故種別ごとによる出場件数で最も多い「急病」は6,017件で、全体の60.2％を占め、次いで「一般負傷」が1,560

件で15.6％、「転院搬送」が967件で9.7％、「交通事故」が820件で8.2％となっており、昨年の交通事故と転院搬送

との順位が入れ変わっています。

  また、昨年の出場件数から比較すると、主に「火災」、「交通事故」、「その他」が減少しており、「一般負傷」、「急病」

・ 昨年中の救急出場件数は1万件を下回ったものの全体で一昨年より24件増加しています。

　 また、全国的に高齢者の増加と同居世帯の減少により、救急件数は右肩上がりの傾向を押さえられない状況です。
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